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平成25 25.5 190.0 95.5 199.0 510.0

４．事業系一般廃棄物の資源化率の推移

資源化率
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《 合 計 》

平 成 30 年 度 事 業 系 一 般 廃 棄 物 減 量 化 計 画 書 の ま と め

１．はじめに

　このまとめは、市内の大規模事業者の皆さまより提出していただいた事業系一般廃棄物減量化計画
書に基づいて、平成29年度実績での事業系一般廃棄物の発生状況と減量化・資源化の具体的手法に
ついてとりまとめたもので、事業者の皆さまに今後の廃棄物管理の参考としていただくことを目的と
して作成しました。

２．対象及び提出状況

対 象 事 業 者 数 439

提 出 事 業 者 数 335

提 出 率 76.3%

３．就業人員1人当たり事業系一般廃棄物の年間発生量の推移

平成27 41.5

Ｏ Ａ 用 紙
新聞・ 雑誌
ダンボ ール 機密書類

厨 芥 類
紙 く ず 等

《 全 体 平 均 》年 度

95.0% 94.6%

平成26 95.1% 94.2% 96.0% 19.0% 76.1%

平成29 16.1 163.6 35.5 176.1 391.3

平成29 96.3% 97.7% 83.8% 17.1% 73.7%

91.3% 18.0% 74.5%平成25 90.8% 98.0%

平成2７ 96.5% 15.7% 75.5%
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５．減量化・資源化の具体的手法

◇スキャナ・社内LAN・プロジェクター・テレビ会議を活用し、用紙の使用量を削減

◇廃棄ロスの予算化を行う・売り切り基準を決めるなどによる廃棄食品の発生抑制

◇ごみの計量を徹底し、部署別排出量や再資源化量を社内で公開することで意識向上を図る

◇レジ袋有料化・マイバッグ運動の実施

◇EA21（エコアクション２１）の推進

６．優良事業所の取り組み例

従業員数 廃棄物量

0.35t/人

0.１7t/人

1.39t/人

2.3t/人

今後とも事業系一般廃棄物の減量化・資源化にご協力をお願いします。

名称

赤塚植物園

資源化率

93%

85%

85%

82%

取組内容

３か月に１回の環境委員会で廃棄量・推移の検
討・改善策の検討・周知を行っています。又、Ｌ
ＥＤ照明、省エネルギー型空調設備の採用により
省資源化を進めております。

レジ袋・食品トレーの回収をし、ペレット化して
リサイクルしています。これを障がい者に行って
もらうことにより、環境保護と障がいを持つ方々
の自立支援活動を行っています。

古紙リサイクルステーションを設け、利用者に
WAONポイントの付与を行っています。業者で
紙くず、ビニールくずをＲＰＦ化しています。発
生したごみの量を部署別に計量し従業員に公開す
ることで意識向上を促しています。

エコキャップ運動に参加しています。社内で事務
用品等所有者名記載や消耗事務用品有効利用キャ
ンペーンを実施しています。毎年市内の小学校に
球根プレゼントを行い、お花一杯運動を行ってい
ます。
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◇用紙の両面使用・裏紙使用・縮小コピー、メモ用紙として再利用

◇社員各個人別・課別のコピー用紙使用枚数を把握し不要な印刷物を控える

◇シュレッダー処理後の書類をRPF化する業者で処理、資源化

書 類 系

◇ISOなどの環境マネジメントシステムに基づく廃棄物管理

◇食用油の全量回収、燃料として再資源化

◇生ごみ処理機を使用し自社で堆肥化

◇堆肥化や飼料化を行う業者で処理

飲 食 系

◇グリーン購入、リサイクル製品の購入および使用

そ の 他

◇ごみ分別状況パトロールの実施、未分別品などの報告


